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 常任司教委員会  

 

■7 月定例常任司教委員会 

日 時  2013 年 7 月 4日（木）10：00－15：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  委  員    7 人 

          事務局    8 人 
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報 告 

1. ミサの奉献文に「聖ヨセフ」の名前を挿入する典礼秘跡省からの通達について 

2013 年 6 月 17 日付で駐日教皇大使を通して届いた典礼秘跡省からの通達によると、聖母マリアの名前

に続けて、聖ヨセフの名前を第 2、第 3、第 4奉献文に挿入するようにとのことである。この通達を受け

て、奉献文に挿入する日本の教会のための式文を 7月 8 日に開催される典礼委員会で検討し、9月の常

任司教委員会に諮って決定し、典礼秘跡省に送付する。 

2. ルーテル－カトリック国際対話委員会について 

2013 年 6 月 25 日付書簡にて、日本福音ルーテル教会の立山忠浩総会議長 からエキュメニズム部門の野

村純一責任司教あてに、8 月 12 日(月)から 20 日(火)まで、京都のザ・パレスサイドホテルにて開催す

るルーテル－カトリック国際対話委員会の案内が送付された。日本福音ルーテル教会は、会期中の 8 月

15 日(木)夜に関西セミナーハウスで開催するレセプションに、野村純一司教を招請したので、同司教が

出席する。 

3. 2014 年祈祷の使徒｢日本の教会の意向｣について  

6 月の常任司教委員会の諸意見に基づいて修正した 2014 年祈祷の使徒｢日本の教会の意向｣を、祈祷の使

徒担当者へ送付したことが報告された。 

4. 中央協議会口座の東日本大震災復興義援金残高について  

6 月 30 日現在の中央協議会口座の東日本大震災関連・義援金残高報告が行われた。義援金総額は

73,500,693 円、支出合計は、32,981,128 円、残高は 40,519,565 円となった。 

 

審 議 

1. 『第二バチカン公会議公文書改訂公式訳』刊行承認について  

『第二バチカン公会議公文書改訂公式訳』を刊行することを承認した。 

2. 『司牧の手引き』編纂要領の変更について 

『司牧の手引き・婚姻』の内容を含めた『司牧に関する法規の手引き』（新教会法準拠）の編纂を、『司

牧の手引き』編纂特別委員会で行うことを承認した。また、同『手引き』が整った段階で、その監修を

教会行政法制委員会に依頼することを承認した。 

3. 新福音化委員会について  

新福音化委員会の活動内容は、9 月に開催される第１回目の会合において同委員会で検討し、10 月の常

任司教委員会に諮ること、および新福音化委員会の 2013 年度活動費用を司教団関連費から支出すること

を承認した。 

4. 2013 年度特別臨時司教総会について 

2013 年度特別臨時司教総会を開催することを決定し、本常任司教委員会の諸意見に基づいてプログラム

を整える。なお、具体的内容については、9月の常任司教委員会で検討する。 

5. Asian Youth Gathering(AYG)in WYD2013 への援助依頼について 

Asian Youth Gathering(AYG)in WYD2013 の開催に伴う、FABC 信徒家庭局への寄付については、1,000 ド

ルを WYD 予算から援助する。 

6. FABC 広報局からの依頼について  

FABC 広報局からのカレン語放送援助に関する要望については、不明な点を問い合わせたうえで、9月の 

常任司教委員会で再度検討する。 

7. 財務委員会委員および責任役員会諮問事項審議会委員選出について 

法人外部からの次期委嘱委員を選出した。 

8. 「著作権物使用許諾に関する規程」の記述変更について 

「宗教法人カトリック中央協議会 著作権物使用許諾に関する規程」第 8条(2)の振込手数料に関する記 

述を、「振込手数料は使用者が負担する。」と改めることを承認した。 
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9. 出版審議会からの提案について  

在庫僅少の措置として、『世界代表司教会議 第 13 回通常総会 報告』をカトリック中央協議会サイト「Web

文書館」に掲載することを承認した。また、過去の世界代表司教会議報告書も「Web 文書館」に掲載す

る。 

 

 

 社会司教委員会  

 

■司教秘書合同会議 

日 時  2013 年 7 月 4日（木）15：00－17 : 30 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  12 人 

 

報 告 

1. 新体制について 

2. タークソン枢機卿（教皇庁正義と平和評議会議長）の平和旬間スケジュールについて 

8 月 13 日（土）到着。成田空港から教皇庁大使館へ。 

8 月 14 日（日）東京から京都へ。比叡山 宗教者平和の集会・レセプション参加。 

8 月 15 日（月）京都から広島へ。 

8 月 15 日（月）社会司教委員会との懇談会、広島教区主催平和行事、平和ミサに参加。 

8 月 16 日（火）広島市原爆追悼式、諸宗教者の集まりに参加。 

8 月 15 日（月）広島平和資料館見学。 

8 月 17 日（水）広島から長崎へ。 

8 月 15 日（月）長崎県宗教者懇話会懇親会に参加。 

8 月 18 日（木）長崎原爆資料館、爆心地公園、平和公園、西坂巡礼所、大浦天主堂見学。 

8 月 15 日（月）諸宗教者による原爆殉難者慰霊祭参加。 

8 月 19 日（金）長崎市平和祈念式典、長崎教区主催・松明行列、ミサに参加。 

8 月 10 日（土）長崎から東京へ。 

8 月 11 日（日）帰国。 

3. タークソン枢機卿との懇談会について 

参加予定司教 大塚喜直司教、菊地 功司教、松浦悟郎司教、平賀徹夫司教、谷 大二司教 

 

審 議 

1. 社会教説関連書籍の改訳作業について 

2. 『パーチェム・イン・テリス』に関する DVD 製作について 

3. 司教のための社会問題研修会について 

行き先を奄美大島から沖縄に変更した。日程は 12 月 17 日から 19 日で変更はなし。 

 

 

■タークソン枢機卿との懇談会 

日 時  2013 年 8 月 6日（火）15：30－16 : 40 

場 所  広島司教館（広島市） 

出席者  10 人 

 

内 容  日本における信教の自由と政教分離、東日本大震災の復興、原発、難民、在日外国人、部落など
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への差別問題の現状と課題について意見交換を行った。 

     この中でタークソン枢機卿は、各国の司教協議会からの情報とアイデアをバチカンは頼りにして

いると述べ、日本の司教協議会からの働きかけを期待していると語った。 

 

 

「司牧の手引き」編纂特別委員会  

 

■2013 年度第 3 回委員会 

日 時  2013 年 6 月 19 日（水）13：30－20 日（木）12：30 

場 所  日本カトリック神学院 福岡キャンパス管理棟（福岡市） 

出席者  5 人 

 

報 告 

1. 2013 年 6 月常任司教委員会報告 

『司牧の手引き・婚姻』改訂版の内容承認について、総会提出は見送られ報告事項となった。 

『司牧に関する法規の手引き』の編纂を当委員会が行うことが承認された。 

2. 2013 年度定例司教総会報告 

当委員会の作業は司教団の意向で進めるものなので、今後は『司牧の手引き・婚姻』の内容も含めた『司

牧に関する法規の手引き』編纂の作業に集中する。 

3. 福音宣教省『司牧の手引き』（1989 年）について 

中央協議会出版部の資料の中から、福音宣教省『司牧の手引き』（1989 年 10 月）の原稿（宣教研究所訳）

が見つかった。当時、翻訳出版は時期尚早との意向で保留されたもののようである。今後、適宜活用す

る。 

 

審 議 

1. 『司牧の手引き・婚姻』改訂案の内容修正と本文確定について 

本定例会で指摘された修正を反映させた上で、『司牧の手引き・婚姻』の内容を確定した。 

2. 『司牧に関する法規の手引き』（新教会法準拠）制作について 

『司牧に関する法規の手引き』を、応用は含まず、新教会法に準拠したものとして今年度中に発行する

よう作業を進める。なお『司牧の手引き・婚姻』を『司牧に関する法規の手引き』に統合して発行する

ことを、7 月の常任司教委員会に議案提出し承認を受けることとする。内容は最終段階で法務代理に校

閲を願う。 

予備作業として、記述を新教会法に準拠した説明に差し替え、信徒籍台帳に関する記述は日本における

現行の教会行政書式を参照しつつ記述を改めた。次回定例会までに、白浜委員が第二章の秘跡全般（婚

姻を除く）の見直しを行う。 

3. 定例会のあり方について 

今後の定例会の開催時間については委員の移動時間を考え、一日目の午後と二日目の午前（1 泊 2 日）

の時間をとり、効率よく会議を開催したい。部分参加あるいは欠席の委員がいても作業を進める。 

委員長および委員の日程調整をした結果、今後の委員会を以下の日程で開催する。 

・ 9 月 12 日（木）13:00－13 日（金）12:00（東京） 

・11 月 29 日（金）10:00－18:00（福岡） 

・12 月 20 日（金）13:00－19:00（広島） 

・2014 年 2 月 26 日（水）13:30－ 27 日（木）12:00（福岡） 

 

次回委員会  9 月 12 日（木）13:00－13 日（金）12:00 日本カトリック会館 
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 典礼委員会  

 

■定例会議 

日 時  2013 年 7 月 8日（月）10:00－ 14:20 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  8 人 

欠席者  3 人 

 

報 告 

教皇庁典礼秘跡省に設置された芸術と音楽に関する部門について 

典礼秘跡省のもとに昨年 9月、芸術と音楽に関する部門が新設されたとの通知が 4 月 24 日付で寄せられ

た。今後、新しい指針などが発表される可能性もある。 

 

審 議 

1. 奉献文に聖ヨセフの名を加えることについて 

2013 年 5 月 1日付の典礼秘跡省の「教令」で定められた、第 1－第 4奉献文の取り次ぎの祈りのマリア

の名の後に聖ヨセフの名を加えることについて、日本での対応を検討した。検討結果を 9月に開催され

る常任司教委員会に提案する。 

2. 『典礼憲章』発布 50 周年記念講演会について 

11 月 9 日(土)にカトリック麹町教会・ヨセフホール（東京教区）で開催予定の掲記講演会について検討

を行った。当委員会のフランコ委員、市瀬委員他が講演を行う。入場は無料の予定。 

3. 「司祭不在のときの主日の集会祭儀」儀式書について 

前回に引き続き、掲記儀式書の試案について検討を行った。9 月に開催される全国典礼担当者会議に提

示して意見を求める。 

4. 2014 年度版『教会暦と聖書朗読』について 

カトリック中央協議会出版部から発行される掲記書籍について内容の確認を行った。 

 

次回定例会議 

 2013 年 9 月 9 日(月)9：00－11：30 御聖体の宣教クララ修道会 軽井沢修道院（長野・北佐久郡） 

 

 

 諸宗教部門  

 

■2013 年度第 2 回会議 

日 時  2013 年 7 月 3日（水）18:00－ 20:10 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  9 人 

欠席者  2 人 

 

報 告 

新担当司教 紹介 

6 月に開催された 2013 年度定例司教総会において、諸委員会担当の役員改選が行われ、当部門の担当司

教として、新たに諏訪榮治郎司教（高松教区）が選任された。 
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審 議 

1. シンポジウム「宗教者の使命 ―自死をめぐって―」具体的検討 

掲記シンポジウムのパネリストとして、前回会合で挙げられた候補者が確定したことを受けて、当日の

役割、告知方法等の最終確認を行った。その結果、時間配分を修正し、30 分早めて開催するとの合意を

得た。日程等は以下のとおり。 

日 時 9 月 16 日（月・祝）13 時 30 分－17 時 

会 場 大阪梅田教会（大阪教区） 

パネリスト 堀澤祖門師（天台宗）、西村惠信師（臨済宗）、三宅善信師（金光教）、 

杉本脩子さん（カトリック） 

2. 教皇庁諸宗教対話評議会主催の「神道との交流」計画について 

顧問のフランコ師が教皇庁諸宗教対話評議会より依頼された「神道との交流」についての計画案につい

ては、教皇庁として準備が進められている模様である。当部門としても今後、国内の神道との対話を進

めて下準備を行っていく。 

 

次回日程 

シンポジウム「宗教者の使命」 2013 年 9 月 16 日（月・祝）13：30－17：00 大阪梅田教会（大阪教区）  

第 3回会議  2013 年 11 月 6 日（水）18：00－20：00  

 

 

 カリタスジャパン  

 

■第 2 回カリタスジャパン委員会会議 

日 時  2013年 7月 16日（火） 11:00－ 16:45 

場 所  日本カトリック会館  会議室2 

出席者  14人 

 

報 告 

1. 新委員委嘱 林 節子委員 

2. 啓発部会 

会報7月号参照 

3. 援助部会 

(1)国際カリタスファンドレイジングフォーラム参加（5月23日－24日、イタリア・ローマ） 

(2)カリタスモンゴルパートナー会議参加と視察（6月12日－18日） 

(3)カリタスアジア総会およびフォーラム参加（6月18日－23日、シンガポール） 

(4)東日本大震災関連 

・復興支援全国担当者会議が行われた（6月25日－27日）。3コースに分かれて視察を行い、最終日に郡

山教会（仙台教区）で全体会。被災地では、地域や被災者間での格差が顕著になってきている。一

方でこの2年3カ月の活動は、それぞれの現場で現地の人との信頼関係を築きつつ、非常に良い効果

をもたらしていることが確認できた。震災への関心が薄れる中、全国会議は来年度以降も実施の方

向。 

・各ベースそれぞれ連携しつつ、ボランティア獲得の工夫を行っている。 

(5)2013 年度募金収入および援助進捗の報告 

4. 事務局 

(1)2012 年度年次報告書（日本語版・英語版）が完成した。 

(2)札幌教区担当者が交代した。 
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(3)4－5 月度の収支・募金報告 

 

審 議 

1. 以下の海外視察・トレーニング参加が承認された。 

(1)アフリカ（ケニア・ルワンダ・ウガンダ）視察（7月24日－8月9日） 

(2)バングラデシュ視察（10月予定） 

(3)カリタスアジア財務管理トレーニング（10月25日－27日、タイ・バンコク） 

2. 国内援助ガイドラインと委員会、および部会の運営見直しについて 

9月より、援助審査会で海外・国内案件の一次審査を、援助部会で二次審査を行う。また、委員会は年4

回開催し、事務局会議を隔月開催する。次回事務局会議で国内援助ガイドラインと各部会の役割分担に

ついて検討する。 

3. 東日本大震災対応について 

(1)福島支援の枠組みを確認。 

(2)海外カリタス対象の視察ツアーを、仙台教区サポートセンターと相談しながら企画する。 

4. 2014年四旬節小冊子について、支援プロジェクトの紹介とそれに関する読み物1本で構成することを決

定。 

5. 国際カリタスの貧困撲滅キャンペーンの一環で、幾つかの大学と連携を図っている。 

6. 援助審査 4件（国内一般1、東日本大震災3）を審査し、3件を承認、1件を却下とした。 

(1)なんみんフォーラム「難民申請者支援」5,000,000 円 

(2)きらきら星ネット「震災・原発事故避難者支援」2,183,500 円 

(3)カリタス釜石「2013 年度被災地復興支援事業」26,590,000 円 

7. 国際カリタス緊急支援要請(Emergency Appeal/EA) 以下 2件の支援を決定。 

(1)レバノン「シリア難民緊急支援・第 3 フェーズ（EA12/13）」10,000 ユーロ 

(2)インド「洪水災害緊急支援（EA13/13）」20,000 ユーロ 

 

次回日程  2013 年 11 月 6 日（水）13:00－16:00 

 

 

■第 4 回なんみんフォーラム（FRJ）運営委員会会議 

日 時  2013 年 7 月 17 日（水）15：00－17：00 

場 所  イエズス会 岐部ホール（東京・千代田区） 

出席者  難民移住移動者委員会より 1人、カリタスジャパンより 1人 

 

報 告 

1. 第三国定住難民ケースについて 

2. 収容代替措置プロジェクトについて 

3. 難民保護法案タスクフォースについて 

4. 関西集会参加報告 

 

審 議 

1. 収容代替措置・三者協議会に関する検討 

(1)印刷配布物について 

(2)難民行政の課題検討 

2. 助成金申請について 
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■第 3 回援助部会会議 

日 時  2013 年 8 月 20 日（火）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  7 人 

 

報 告 

1. 2013 年度援助実績 

2. 東日本大震災対応 

・全国復興支援担当者会議（6月）の振り返りを行い、来年も引き続き実施を決定。 

・被災者間の格差が広がってきている。復興が進むにつれ支援は縮小傾向にあるが、周囲と同じペース

で自立できない人が取り残されている。心の支援がますます重要になっている。 

3. 9 月より援助部会は新体制となる。 

 

審 議 

1. パキスタン視察（10 月）およびバングラデシュ視察（11 月－12 月）は、次回援助部会へ付託。 

2. 国際カリタスのプログラム（反人身取引に関する関係者会議）へ 1万ユーロの支援を決定。 

3. 海外案件（カリタスオーストリアのシリア支援）の内容変更を承認。 

4. NGO ネットワーク“動く→動かす”の「ポスト 2015 年開発枠組みに向けた 5か条の提言」に賛同する。 

5. 東日本大震災三周年活動報告書の編集について意見交換。 

6. 2014 年四旬節小冊子の内容について意見交換。 

7. 一般援助審査 計 11 件（東日本大震災 2、国内一般 1、海外 8）を審査し、以下の 1 件を承認、5件（国

内一般 1、海外 4）を次回援助部会へ付託、1 件（東日本大震災）を保留、4件を却下とした。 

  子ども支援チェルク「陸前高田子育て支援事業への支援」400,000 円 

 

次回日程  2013 年 10 月（日時は未定） 

 

 

 正義と平和協議会  

 

■事務局会議 

日 時  2013 年 7 月 4日（木）13：00－15：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  5 人 

 

報 告 

1. 改憲反対キャンペーンの実施状況 

2. 『平和憲法を守り、活かしていくために』パンフレット配布状況 

3. 林 尚志師（イエズス会）による練成会の参加者状況 

 

審 議 

1. 教皇庁正義と平和評議会議長タークソン枢機卿との懇談について 

2. 事務局主催、沖縄スタディツアーの反省と振り返り 

3. 次期委員について検討 

4. アジアパシフィックフォーラム・ピースワーカーネットワークミーティング（9月 3日－9日、スリラ

ンカ）への派遣者の検討 
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■NCC 平和・核問題委員会 

日 時  2013 年 7 月 8日（月）14：00－16：30 

場 所  日本キリスト教会館 会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 

 

審 議 

1. 勉強会「大丈夫か、日本！ 憲法・原発・核のゆくえ」（6月 22 日）の反省 

2. チェルノブイリスタディツアーを 9月 23 日から 29 日に行う。帰国後、報告会の予定 

3. 台湾の核廃棄物処理問題について情報を交換。 

 

 

■NCC 女性委員会 

日 時  2013 年 7 月 17 日（水）10：30－13：00 

場 所  日本キリスト教会館 会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 

 

報 告 

1. 各教派、団体からの報告 

2. 世界祈祷日関係の報告 

3. 各委員会からの報告 

 

審 議 

1. 日・韓・在日連帯交流会議の報告書作成について 

2. 『ともに証を』編集について 

3. 世界祈祷日の献金配分について 

 

 

■平和を実現するキリスト者ネット 

日 時  2013 年 7 月 1日（月）15：00－17：00 

場 所  日本キリスト教会館 会議室（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 

 

報 告 

1. 会計、賛同状況  

2. 集会・行動の報告 

  第 114 回自衛隊海外派兵中止と脱原発を求める宗教者国会要請行動（平和をつくりだす宗教者ネットより） 

    2013 年 6 月 26 日（水）  衆議院第一議員会館第 2会議室  

             署名提出 323 筆 総数 95,141 筆 

             首相官邸前祈念行動 

 

審 議 

1. 第 115 回自衛隊海外派兵中止と脱原発を求める宗教者の要請行動（7月 18 日）のための要請メンバー

を検討。  

2. 憲法講座の講師派遣について  
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■さようなら原発 1000 万人アクション実行委員会 

日 時  2013 年 7 月 3日（水）18：00－20：30 

場 所  真生会館（東京・新宿区） 

出席者  カトリックから 1人 

 

報 告 

署名について 

6 月 25 日現在で 8,286,908 筆。沢田研二コンサートツアー会場、脱原発関係の映画上映会場で署名活動

を継続する。 

 

審 議 

1. 「9・1さようなら原発講演会 つながろうフクシマ！くりかえすな原発震災」について 

会場 日比谷公会堂（東京・千代田区）  

講師 小出裕章さん（京都大学原子炉実験所助教） 

講演会終了後、首都圏反原発連合の行動に参加協力する。 

2. 「再稼働反対！9・14 さようなら原発大集会 in 亀戸」 

日時 9 月 14 日（土）11：00－15：00  

会場 亀戸中央公園（東京・江東区） 

3. 9 月 29 日に予定していた行動は、首都圏反原発連合、原発をなくす全国連絡会と共催して、10 月 13

日(日)に「10・13 No Nukes Day 原発ゼロ統一行動」（会場は日比谷公会堂）を行うことになった。 

 

 

 部落差別人権委員会  

 

■事務局会議 

日 時  2013 年 7 月 5日（金）11：00－15：10 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  7 人 

 

報 告 

1. 次期事務長の紹介（前川 徹 7 月 1日付、部落差別人権委員会事務局勤務） 

2. 2013 年度定例司教総会 

平賀司教が部落差別人権委員会委員長に三選された。 

3. 大阪教会管区部落差別人権センターの報告 

7 月 14 日(日)－7月 15 日(月)に、第 6 回対話集会「『忌避意識』それなんやねん」開催。 

 

審 議 

1. 夏季合宿 

2013 年 7 月 27 日(土)－28 日(日)に「武州鼻緒騒動〜解放を求めるたたかい〜」をテーマに、埼玉県川

越市で行う夏季合宿について。講師・案内は藤田源市さん。 

2 日目の 8：00－9：00 に藤田さんから「埼玉で起きた差別事件」の話を聞く。ミサは「解放ミサ」とし

て行う。 

2. シンポジウム「福音と差別」 

「狭山事件 50 年と国家権力」をテーマに、2013 年 9 月 21 日(土)、幼きイエス会ニコラ・バレ修道院（東

京・千代田区）でシンポジウムを開催する。シンポジストは中山武敏弁護士（狭山再審事件主任弁護人）、
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橋本瑠璃子修道女（聖ビンセンシオ・ア・パウロの愛徳姉妹会）、本田哲郎師（フランシスコ会）、司会

は平賀徹夫司教。 

3. 全国会議 

2013 年 11 月 3 日(日)－4 日(月)に京都で行う。会場は 1 日目ザ・パレスサイドホテル（京都市）、2 日

目京都カトリック会館。講師は朝治 武さん（大阪人権博物館館長、『差別と反逆〜平野小剣の生涯』著

者）に依頼する。 

4. 2014 年春季合宿 

「狭山事件 50 年 石川一雄さんを支えて（案）」と題して春季合宿を行う予定。時期は 2014 年 3 月 15

日(土)－16 日(日)、場所は徳島県徳島市、講師は石川早智子さんを予定。代案として大阪・貝塚での現

地学習。10 月中にどちらかを決める。 

5. 秘書•委員等推薦について 

次期（2013 年 9 月 1日－2016 年 8 月 31 日）の委員、秘書の推薦。事務局のメンバーについて検討。 

 6. その他 

  若い世代への活動の継承について意見交換し、危機的状況との意識を共有をした。 

 

 

■定例委員会 

日 時  2013 年 7 月 18 日（木）11：00－15：40 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  14 人 

欠席者  2 人 

 

報 告  

1. 次期事務長の紹介（前川 徹 7 月 1日付、部落差別人権委員会事務局勤務） 

横浜教区・菊名教会所属。教区では正義と平和協議会のスタッフをしている。 

2. 2013 年度定例司教総会 

平賀司教が部落差別人権委員会委員長に三選された。「子どもと女性の権利擁護のためのデスク」の担当

司教も兼任する。 

3. 大阪教会管区部落差別人権活動センター 

7 月 14 日(日)－7月 15 日(月)に、第 6 回対話集会「『忌避意識』それなんやねん」を大阪梅田教会（大 

阪教区）で開催、約 30 人が参加した。委員会メンバーからは 4人（太田、吉岡、佐藤、根津）が参加。 

発題者の二人は共に若く、一人は被差別部落と在日のルーツをもつ人だった。また、1 歳くらいの子ど

もを連れた参加者もいた。参加者にとって、自分を掘り下げ気づきの場として重要な集まりとなった。 

4. 夏季合宿   

2013 年 7 月 27 日(土)－28 日(日)に埼玉県川越市で行う夏季合宿「武州鼻緒騒動～解放を求めるたたか

い～」について。 

5. その他 

東京教区の部落委員会が千葉、東京の同宗連（『同和問題』にとりくむ宗教教団連帯会議）に正式加盟し

た。 

 

審 議 

1. シンポジウム「福音と差別」   

「狭山事件 50 年と国家権力」をテーマに、2013 年 9 月 21 日(土)、幼きイエス会ニコラ・バレ修道院（東

京・千代田区）でシンポジウムを開催する。シンポジストは中山武敏弁護士、橋本瑠璃子修道女、本田

哲郎師。司会は平賀徹夫司教。中山弁護士と７月５日に打合せを行った。第３次再審請求中であり、事

件発生、石川一雄さん逮捕から 50 年の節目の年なので力を入れていきたい。 
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2. 全国会議  

2013 年 11 月 3 日(日)－4日(月)に京都市で行う。1日目の会場はザ・パレスサイドホテル（京都市）、2

日目は京都カトリック会館。初日の講演の講師は朝治 武さん（大阪人権博物館館長、『差別と反逆〜平

野小剣の生涯』著者）に依頼済み。 

3. 2014 年春季合宿 

「狭山事件 50 年 石川一雄さんを支えて」をテーマに、講師は石川早智子さんで、2014 年 3 月 15 日(土) 

－16 日(日)に徳島市で行う予定。会場や受け入れ態勢などを確認し、場合によっては別の案に変更する。

10 月中に判断する。 

4. その他 

教皇フランシスコの「出世主義はハンセン病」発言について 

教皇大使にあてて、日本におけるハンセン病の歴史を踏まえて部落差別人権委員会としての考えと遺

憾の意を伝える文書を送る。 

 

 

 日本キリスト教連合会（日キ連） 

 

■2013 年度第 1 回常任委員会 

日 時  2013 年 6 月 20 日（木）11：00－12：45 

場 所  日本聖公会聖アンデレ教会 聖アンデレホール（東京・港区） 

出席者  8 人 

事務局  1 人 

 

報 告 

1. 日本宗教連盟（日宗連）報告 

2. 東京都宗教連盟（都宗連）報告 

3. 事務局より 

・前回常任委員会以降の日キ連あての文書、事務局からの発送物について 

・ある加盟教団からの分担金減額に関する依頼については、2013 年度までは従来の金額とし、2014 年度

以降については、規則を確認し、見直しを行う予定。 

 

審 議 

1. 佐藤丈史さんの後任について 

佐藤さんが後任候補者と現在交渉中で、今週中には結果を報告するとの連絡があったので、次回までの

継続審議とする。 

2. 日宗連評議員・加藤 誠さんの辞任に伴う後任者推薦について 

任期途中の辞任のため、日本バプテスト連盟より高橋秀二郎さんが加藤さんの後任として推薦された。

高橋秀二郎さんを日宗連評議員として日本宗教連盟へ推薦することを承認した。 

3. 2013 年度法人事務・会計実務研修会について 

準備については前年に引き続き、カトリックおよび聖公会で行う。 

・開催日程について 

日 時 2013 年 10 月 23 日（水）－25 日（金） 

会 場 富士箱根ランド（静岡・田方郡） 

・プログラムおよび講師について 

従来は法人事務１クラス、会計 2クラスの 3クラスだったが、今回は法人事務、会計の 2 クラスと

する。法人事務のクラスは総論の後、包括法人と単立にクラス分けする。 



- 13 - 

各クラスの講師については、会計は従来通り長岡さんに依頼し、法人事務は佐藤丈史さんに候補者

の推薦を依頼するとともに、各教団においても候補者を調査し、次回常任委員会において決定する。 

4. Inter Faith（諸宗教間交流）駅伝日本開催準備委員会の顧問、ならびに委員就任の依頼について 

顧問として渡邉委員長、準備委員として久保委員を推薦することを決定。 

5. 「教会会計基準」の文化庁等への連絡について 

4 月開催の総会において決議された「教会会計基準」は、日キ連ホームページに掲載した。 

今後の配布方法について、配布の際の製本見積もりを、次回常議員会において検討する。 

6. 渡邉委員長の任期について 

渡邉委員長は、日宗連理事長の任期が満了する来年 4月の総会をもって、日キ連委員長の辞意を表明し

た。これを承認し、次期委員長について検討することが決定。 

7. 佐藤丈史さんの顧問または参与就任について 

常任委員を退任した佐藤さんに、今後顧問もしくは参与の形で日キ連への協力を要請することを承認。 

8. 宗教サミット参加について 

渡邉委員長は、今年度の宗教サミットに出席の予定で、開催日（8月 4日（日））に礼拝代務者が必要と

なり、代務者費用（2万円）を日キ連が負担することを提案し、これを承認した。 

9. 第 1 回定例会について 

本常任委員会後に開催される第１回定例会について、以下の通り確認した。 

・各担当について 

司会 渡邉委員長、講師紹介 清川委員 

・謝礼等について 

講師の松浦悟郎司教に謝礼と交通費を用意する。会場の聖アンデレ教会へ会場費を用意する。 

カトリックから取り寄せたリーフレットの代金は、日キ連会計から支出する。 

 

次回委員会 

2013 年度第 2回常任委員会  2013 年 7 月 8日（月）17：30 ルーテル市ヶ谷センター  

議題 ①2013 年度法人事務・会計実務研修会 講師人選について 

②教会会計基準配布方法確認について 

③その他 

2013 年度第 3回常任委員会  2013 年 9 月 27 日（金）17：30 ルーテル市ヶ谷センター  

議題 ①2013 年度法人事務・会計実務研修会について 

②2013 年度第 2 回定例会について 

③その他 

 

 

 外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会（外キ協） 

 

■外キ協主催 研究集会 

日 時  2013 年 7 月 6日（土）14：00－17：15 

場 所  新宿 NPO 協働推進センター(東京・新宿区) 

出席者  カトリックより 1人 

 

内 容 非正規滞在者“Undocumented”を考える〜改定入管法から１年〜 

報告者  

・鈴木江理子（国士舘大学准教授） 

「つくりだされる非正規滞在者〜新たな在留管理制度のもとで拡大する『排除』」 
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・難波 満（弁護士） 「入国管理分野における刑罰化の拡大と新たな摘発の傾向」 

・小井土彰宏（一橋大学教授）「アメリカ合衆国における移民規制強化と対抗運動〜移民改革の背景」 

 

 

 統一協会問題キリスト教連絡会  

 

■統一協会問題キリスト教連絡会 

日 時  2013 年 7 月 12 日（金）14：00－16：30 

場 所  日本バプテスト市川八幡教会（千葉・市川市） 

出席者  カトリックから 1人 

 

審 議 

1. 6 月に韓国・ソウルで行われた日韓シンポジウムの振り返りを行った。また今年中の連絡協議会と来

年の日韓シンポの開催場所について検討し、前者は東京、後者は札幌で行う可能性を考えることになっ

た。 

2. 宗教新聞社主催で靖国神社で行われた「戦没者と東日本大震災犠牲者の追悼慰霊祭」に、超宗派・超

教団から参加者があった。宗教新聞社は統一協会系の団体である。 

3. 統一協会と関係のあるプロテスタント牧師、および自称カトリック司祭等について、また震災地支援

に関しての統一協会の動きについての情報交換があった。 

 

 

 部落問題に取り組むキリスト教連帯会議(部キ連)  

 

■役員会 

日 時  2013 年 6 月 14 日（金）13：30－15：30 

場 所  日本キリスト教団東梅田教会（大阪市） 

出席者  カトリックから 1人 

 

報 告 

1. 新執行部体制になり、部キ連規約の改訂（特に教団分担金に関しての条項）の検討を始めることにな

った。 

2. 役員会における学習会の担当について、次回より名簿順に担当する。  

3. 『部キ連 30 年』の冊子送付については、議長教団から加盟教団に送付することになった。 

4. 委員会報告 

研修委員会として役員研修のために舳松
へのまつ

人権歴史館（大阪・堺市）の見学と、フィールドワークを企画

することになった。 

5. 各教団の報告 

カトリックからは、「ハンセン病市民学会 in 熊本（国立療養所菊池恵楓園）」への参加報告と、7 月 14

日(日)－7月 15 日(月)に行う第 6回対話集会「『忌避意識』それなんやねん」の企画について説明した。 
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 中央協議会事務局  

 

■総務 

9 月会議予定 

4 日(水)           教会行政法制委員会                   日本カトリック会館 

5 日(木)           常任司教委員会                         〃 

5 日(木)           新福音化委員会                        〃 

5 日(木)           カリタスジャパン事務局会議                   〃 

5 日(木)           学校一日体験 in 兵庫        小林聖心女子学院小・中高 (兵庫・宝塚市) 

5 日(木)           日本カトリック短期大学事務職員研修会   鹿児島純心女子短期大学(鹿児島市)  

6 日(金)           HIV/AIDS デスク会議                       日本カトリック会館 

7 日(土)           日本カトリック小中高連盟聖書研究会     幼きイエス会ニコラ・バレ修道院

(東京・千代田区) 

9 日(月)           典礼委員会定例会議          御聖体の宣教クララ修道会軽井沢修道院 

(長野・北佐久郡) 

9 日(月)－11 日(水)  全国典礼担当者会議                             〃 

 10 日(火)      難民移住移動者委員会事務局会議             日本カトリック会館 

10 日(火)      難民移住移動者委員会定例会議                 〃 

10 日(火)      正義と平和協議会定例会議                   〃 

10 日(火)－12 日(木) CAPB(全国ブラジル人司牧者・協力者の会)総会           〃 

12 日(木)－13 日(金) 『司牧の手引き』編纂特別委員会                 〃 

12 日(木)      WYD リオ大会同伴者振り返り                   〃 

12 日(木)      子どもと女性の権利擁護のためのデスク              〃 

13 日(金)      部落差別人権委員会事務局会議                  〃 

16 日(月・祝)    シンポジウム「宗教者の使命－自死をめぐって」   サクラファミリア(大阪市) 

17 日(火)      学校一日体験 in 東京          光塩女子学院・中高(東京・杉並区) 

18 日(水)      カリタスジャパン援助部会                日本カトリック会館 

18 日(水)      学校教育委員会        幼きイエス会ニコラ・バレ修道院(東京・千代田区) 

19 日(木)      日本カトリック短期大学連盟理事長学長研修会  星美学園短期大学(東京・北区) 

 

10 月会議予定 

1 日(火)－3 日(木) 典礼音楽担当部門第 22 回会議               日本カトリック会館 

1 日(火)      カリタスジャパン啓発部会                   〃 

1 日(火)      第 68 回ルーテル/ローマ・カトリック共同委員会     イエズス会岐部ホール 

(東京・千代田区) 

3 日(木)           常任司教委員会                      日本カトリック会館 

4 日(金)           2013 年度特別臨時司教総会                    〃 

9 日(水)      部落差別人権委員会定例委員会                  〃 

10 日(木)－11 日(金)  カトリック学校法人理事長・事務長合同研修会 幼きイエス会ニコラ・バレ修道院

(東京・千代田区) 

12 日(土)－13 日(日)  日本カトリック障害者連絡協議会役員会          日本カトリック会館 

 15 日(火)－17 日(木)  全国広報担当者会議                       〃 

23 日(水)            日本カトリック小中高連盟代表委員会              〃 

30 日(水)            「同宗連」第二連絡会                       〃  
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 新刊書籍案内  

 

※ 「新約の祈り」 教皇ベネディクト十六世 

 

※ 「霊的講話集 2012・2013」 教皇ベネディクト十六世 

 

 ※ 「回勅 パーチェム・イン・テリス－地上の平和」 教皇ヨハネ二十三世 

 

 ※ 「使徒的勧告 マリアーリス・クルトゥス－聖母マリアへの信心」 教皇パウロ六世 
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